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【材料および方法】試作仮着材はPEMAと アネ
トール(以 下PAN),PEMAとユージノール(以
下PEU)を 基材 として実験 を行 った。比較対照
としてはポ リカルボキレー トセメン ト系仮着材,
グラスアイオノマーセメン ト系仮着材 を用いた。
合着材はレジン添加型グラスアイオノマーセメン
トを用いた。被着体は銀合金,コ ア用レジンおよ
び牛歯象牙質 とした。また,暫 間被覆冠の仮着 を
想定 して,被 着体 と仮着する暫間被覆冠には常温
重合型 レジンで作製 したブロックを用いた。実験
試料はレジンブロックと被着体を仮着 し,サーマ
ルサイクル試験行った後,レ ジンブロックを剪断
応力にて撤去 した。ブロック撤去後の被着体に対
する仮着材の付着 について,被 着面 を撮影 した後,
画像上で100のセグメン トに分割 して仮着材が残
存 しているセグメン トをカウン トし,規定面上の
付着率(%)を 算出 した。仮着材除去後の被着面
に対する接着材の接着強 さについて,仮 着材 を除
去 した後,チ ューブに合着材を充填 して接着 させ
た。試料 は温度37℃水 中に24時間保管 した後,
剪断接着試験を行 った。
【結果および考察】支台材料と常温重合 レジン製
暫間被覆冠の仮着 を想定 した試料において,レ ジ
ンブロック撤去後,支 台材料上にPAN,PEUの
付着は認められなかったが市販仮着材では多くの
付着が認められた。仮着材除去後の支台材料 とレ
ジン添加型グラスアイオノマーセメントの接着試
験 において,PAN,PEUの条件では接着強 さの
値が市販仮着材の条件よりも大 きな値 を示 した。
このことから試作仮着材は仮着材の除去性 にす ぐ
れ,ま た,合 着材 と支台材料の接着強 さ及ぼす影
響 も市販仮着材よりも小 さいことが示唆された。
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【緒 言】PEMAと有機溶媒であるアネ トール,
ユージノールを基材とす る試作材は,支 台金型に
仮着 したレジン冠 を撤去 した後,金 型に対す る付
着がないなど仮着材として優れた性質を具備 して
いた。そこで今回は暫間被覆冠を支台に仮着 し,
撤去 したことを想定 した条件 にて,支 台材料表面
における各種仮着材付着率の測定 と,さ らには仮
着材除去後におけるレジン添加型グラスァイオノ
マーセメントと支台材料 との接着強 さに及ぼす試
作仮着材の影響について市販仮着材 と比較検討 し
たので報告する。
